
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウォシュレットの吐水技術とパブリック向けエコリモコンが 

平成 29年度九州地方発明表彰で 3賞受賞 
 

-「福岡県知事賞」「福岡県発明協会会長賞」「発明奨励賞」- 

受 賞 

TOTO 株式会社（本社：福岡県北九州市、社長：喜多村 円）は、「平成 29 年度九州地方発明表彰」（主催：

公益社団法人 発明協会）において、ウォシュレット（※1）に採用する吐水技術「バルーンジェット技術」に使われ

ている特許（特許第 5024576 号）で「福岡県知事賞」、パブリック向けウォシュレット用リモコン「エコリモコン」の

意匠（意匠第1519381号）で「福岡県発明協会会長賞」、さらに使用特許（特許第5605769号）で「発明奨励賞」

を受賞しました。「エコリモコン」は、ユーザビリティに配慮したデザインとエコ技術の融合が評価され、意匠と特

許で W受賞となりました。 

「バルーンジェット技術」は、ポンプなどメカニカルな部品を使わず、水と空気の流れを制御することで水玉

吐水を実現した、ボリュームゾーンのウォシュレットに採用する吐水技術です。高い洗浄感を保ちながら節水

が可能となり、ウォシュレットの省エネ化に貢献しています。 

「エコリモコン」は、ボタンを押す力を利用して自ら発電するため、電源工事や電池交換不要で、管理者や施

工者の負担を軽減します。節電・資材削減で環境貢献にもなるため、パブリック向けウォシュレットのリモデル

にも最適です。押しやすい滑らかなカーブを持ったボタン形状や、シンプルで大きくわかりやすいボタン配置な

ど、幅広い利用者が操作しやすい配慮を施しています。 

これまでTOTOは、九州地方発明表彰において、マーブライトカウンター「ルナクリスタル」の意匠が「特許庁

長官奨励賞」を、腰掛便器の「フチなし形状」の特許が「文部科学大臣発明奨励賞」を受賞する等、今回の受

賞で累計 32 回目の受賞です。また、全国発明表彰においては「自動洗浄小便器」の意匠が「発明賞」を受賞

する等、過去 6回受賞しています。 

ＴＯＴＯでは今後も、世界中のお客様に必要とされる技術と商品の開発に積極的に取り組み、世界の生活文

化の向上に貢献してまいります。 

2017年10月31日 

「バルーンジェット技術」について 

「バルーンジェット技術」は、「水」と「空気」の大きな密度差に着目し、ノズルから出た速い噴流を「空気の中に

噴射する状態＝速いまま」と、「水の中に噴射する状態＝減速」を交互につくることで、流速を周期的に増減さ

せています。具体的には、下図のように噴流下流に小部屋を設け、この小部屋内でバルーン状の大気泡が成

長し、繰り返し噴流に供給されるような仕組み（＝流体素子）を構成しています。 

バルーン状大気泡で流速変化 

空気の供給口 

水の供給口 

噴
流
入
口 

 噴流出口 

（ウォシュレット吐水口） 

噴流 

大気泡を通過＝速いまま 水を通過＝減速 バルーン状大気泡 

※1：「ウォシュレット」はＴＯＴＯの登録商標です 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

噴流が大気泡を通る際は流速が落ちません

が、大気泡がない場合は水の抵抗を受けて減速し

ます。噴流を流すだけで自然に大気泡が成長して

周期的に供給されるような構造になっており、この

繰り返しによって流速が周期的に変化します。 

その結果、ノズルから吐水された噴流は、飛ん

でいる間に遅い水に速い水が追いつくことで水の

塊（＝水玉）を形成し、節水しながら高い洗浄感を

保った水玉吐水となります。 

大気泡が生成される小部屋 

ウォシュレットの吐水口 高い洗浄感を生み出す水玉 

スケルトンモデルを使って撮影した「バルーンジェット技術」による水玉吐水 

 

「バルーンジェット技術」は、その流体力学的に画期的な技術と実用性が認められ、一般社団法人日本流

体力学会の 2014年度学会賞「技術賞」を受賞しています。 

「エコリモコン」の意匠について 

「エコリモコンは」健常者から障がい者、高齢者にも満足に使って頂ける使い勝手と、意匠性を両立させたパ

ブリックトイレに好適のリモコンです。 

 

 デザイン検討にあたり、モデル製作と検証を繰り返し行いました。障がい者配慮のために形状処理が意匠性

を阻害する要因とならないよう、必要最小限で最大の効果が得られるような形状検討を行いました。 

 
■スイッチサイズ 

手に震えのあるお客様にも無理なくご使用いただけるようリモコン

いっぱいの大きなスイッチサイズで構成。建築・周辺機器ともおさ

まりを良くするため水平垂直ラインでスイッチを構成。 

 

■スイッチ形状 

指に障がいのあるお客様でも拳や肘など、指以外でも操作が可

能なように押す部分を滑らかに隆起。 

検証の中から、視覚障がい者の操作特性として、リモコンの外形

全体を触りながらスイッチの押す部分をフォーカスしていくことが

わかった。そこで、滑らかな隆起、スイッチ間の角 R、点字によっ

て、リモコン全体を触りながら徐々に押す位置へと導かれるような

スイッチ形状とした。※右図参照 

 

■表示部 

日本語、外国のお客様対応の英語、視覚障がいのお客様配慮の

点字、こどもから外国のお客様まで直感的に伝わるピクトグラム

を配置。文字等のサイズは視認性を十分に確保する大きさとしな

がらも、たっぷりとした余白を設けることで視認性とスッキリ感、

（ユニバーサルデザイン性と意匠性）を両立。 

■視覚障がい者が押す位置を探す流れ  

 ①リモコン全体を触って全体像を把握  

 ②スイッチ間の角Ｒによって  

  １つ１つのスイッチのサイズを認識  

 ③スイッチの中心を探すと点字を発見  

 ④点字の下の隆起した部分により  

  押す位置を発見  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「エコリモコン」の特許技術について 

受賞者 

「エコリモコン」は、ボタンを押す力を利用して自ら発電し、通信

に必要な電力を全てまかなうことができるので、電源工事や電池

交換の必要がなく、パブリックトイレに好適のリモコンです。 

 

開発を進めるにあたり、消費電力量の少ない電波通信技術

（2.4GHz、IEEE802.15.4）と、ボタンを押す力で発電する発電技術

（エナジーハーベスティング技術）を組み合わせるという着想のも

と、2011年より約 3年の研究・開発期間を経て実現しました。 

 

製品化に向けて、発電量を確保しながら経済性と操作性を両

立するため、1つの発電機で最低9つのボタン操作ができるように

する一方で、ユニバーサルデザインの観点から、軽い力でボタン

操作ができることが課題となりました。 

 

そのため、①ボタンから発電機までエネルギーロスを少なくする

ための連結機構（リンク）の技術開発 ②健常者から身障者まで

あらゆる方が押しやすいピアノ鍵盤のようなボタン形状の開発 

③ボタン検知に非接触式のホール ICの採用をしています。 

 

これらの技術開発により、１つの発電機ながら、どのボタンでも

その操作速度に依存せず、無理のない操作感で必要な電力を発

電できるリモコンとなっています。滑らかなカーブを持った形状とリ

モコン全面を分割した大きなボタンとすることで、高齢者や小さな

お子様、手に震えがある使用者への押しやすさを向上させていま

す。パブリックトイレのさまざまな利用者が自己発電式のリモコン

を問題なく操作できます。 

エコリモコンの外観 

エコリモコンのしくみ 

①ボタンを 
押し込む 

②リンクが動き 
発電機を作動させ 
電気が生じる 

発電機 

※ボタンを押した力を 
発電機に伝達する機構 

リンク 

■バルーンジェット技術の発明者および現所属 

ＴＯＴＯ株式会社 衛陶開発部 国際衛陶開発グループ 

ウォシュレット開発第一部 部長 

水栓開発第一部 浴室水栓開発グループ 

ウォシュレット開発第二部 商品開発第三グループ 

株式会社テクノプロ テクノプロデザイン社 
 

■エコリモコン（意匠）の創作者および現所属 

ＴＯＴＯ株式会社 デザイン第一部 第一デザイングループ 

デザイン第二部 第二デザイングループ 
 

■エコリモコン（特許）の発明者および現所属 

ＴＯＴＯ株式会社 電子機器開発第二部 電子機器研究開発グループ 

商品研究部 主席研究員 

ＵＤライフスタイル研究部 メカトロニクス研究グループ 

水栓開発第一部 浴室水栓開発グループ 

ＵＤライフスタイル研究部 メカトロニクス研究グループ 

電子機器開発第二部 技術主幹 

 

橋本 博 

佐藤 稔 

早田 修平 

上村 彰博 

小薗 由寛 
 

 

瀧口 雄介 

鴇田 真由美 
 

 

森岡  聡子 

黒石  正宏 

小黒  利雄 

宮崎  将輝 

酒井  雄太 

山中  章己 



 

＜九州地方発明表彰＞ ※過去 5年分 

年度 受賞名 商品名・発明（技術･創作）名称 

平成 24年度 

福岡県発明協会会長賞 
US一体形小便器『ジアテクト』 

殺菌水供給機能付き便器の特許(特許第 3480173号) 

発明奨励賞 
自動水栓『アクアオート オールインワンタイプ』 

自動水栓（オールインワンタイプ）の意匠(意匠第 1426298号) 

平成 25年度 

日本弁理士会会長奨励賞 
システムバスルーム「サザナ」 『クレイドル浴槽』

浴槽の意匠（意匠第 1438341号） 

福岡県発明協会会長賞 
浴室用水栓金具『エアイン（※2）シャワー』 

シャワー装置の特許(特許第 4623329号)

平成 26年度 

日本弁理士会会長奨励賞 
医療福祉施設向け『スタッフ用手洗器』 

医療福祉施設スタッフ用手洗器の意匠（意匠第 1442550 号） 

福岡県知事賞 
浴室用水栓金具『エアインシャワーバー』 

多機能シャワー装置の特許(特許第 3747893 号) 

平成 27年度 発明奨励賞 
和風便器から洋風便器へ改修する工法『和洋リモデル工法』 

施工構造及び施工方法の特許(特許第 3671979号) 

平成 28年度 

発明奨励賞 
ユニットバスルーム用の床『ほっカラリ床』

浴室用洗い場床の特許（特許第 4174741号） 

発明奨励賞 
『自動洗浄小便器（UFS900系）』 

センサー一体型 壁掛式小便器の意匠（意匠登録第 1536701号）

平成 29年度 

福岡県知事賞 
ウォシュレットに採用している吐水技術『バルーンジェット技術』

水玉を吐水する温水洗浄便座の特許（特許第 5024576号） 

福岡県発明協会会長賞 
ボタンを押す力を利用して自ら発電する『エコリモコン』 

温水洗浄便座用リモートコントローラーの意匠（意匠第 1519381号） 

発明奨励賞 
ボタンを押す力を利用して自ら発電する『エコリモコン』 

電池不要な温水洗浄便座用リモコンの特許（特許第 5605769） 

受賞履歴 

地方発明表彰とは 

（※2）エアインはＴＯＴＯの登録商標です。 

地方における発明の奨励・育成を図り、科学技術の向上と地域産業の振興に寄与することを目的として、公益

社団法人発明協会が大正10年に創設しました。全国を北海道･東北･関東･中部･近畿･中国･四国･九州の8地

方に分け、各地方において優秀な発明・考案・意匠を完成した人、発明等の実施化に尽力した人、発明等の

指導・奨励・育成に貢献した人の功績を称え表彰するものです。 

※平成29年度地方発明表彰については、下記URLよりご確認下さい。

公益社団法人 発明協会 地方発明表彰：http://koueki.jiii.or.jp/hyosho/chihatsu/H29/chihatsu_jusho.html

http://koueki.jiii.or.jp/hyosho/chihatsu/H29/chihatsu_jusho.html


 

＜参考：全国発明表彰＞ 

年度 受賞名 商品名・発明（技術･創作）名称 

平成15年度 日本弁理士会会長賞 
ウォシュレット一体形便器『ネオレストEXシリーズ』 

温水洗浄便座ローシルエット形便器（意匠第1155669号） 

平成17年度 朝日新聞発明賞 
ユニットバスルーム用の床『カラリ床』 

速乾機能を有する浴室用床パネルの発明（特許第3508761号） 

平成18年度 恩賜発明賞 
『光触媒』 

光触媒性超親水技術の発明（特許第2756474号） 

平成24年度 発明賞 
キッチン用水栓金具『水ほうき水栓』 

キッチン用水栓の意匠（意匠第1363301号） 

平成2７年度 発明賞 
医療福祉施設向け『スタッフ用手洗器』 

「スタッフ用手洗器」の意匠（意匠第1442550号） 

平成29年度 発明賞 
『自動洗浄小便器（UFS900系）』 

センサー一体型 壁掛式小便器の意匠（意匠第1536701号） 

 

 


